
特集 潤いと光ある鴻巣教育の実現を目指して潤いと光ある鴻巣教育の実現を目指して

市内すべての小・中学校に〝最先端のＩＣＴ〟を導入

学校でも家庭でもPCを
“文房具のように"使える環境に

問い合わせ問い合わせ／学校支援課指導担当（内線／学校支援課指導担当（内線３３１５３３１５））

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想「１
人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
を
整
備
」

な
ぜ
教
育
の
情
報
化
が

必
要
な
の
か
？

本
市
独
自
の
取
組
を
実
施

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
あ
る
社
会
に
巣
立
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情
報
社
会
の
中

で
、
悪
影
響
や
危
険
性
を
恐
れ
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
モ
ラ
ル

を
持
っ
た
前
向
き
な
使
い
方
を
学
ん
だ

う
え
で
、
社
会
で
い
き
い
き
と
活
躍
し
、

幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
身
近
な

道
具
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
ス
キ
ル
が

必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

「
ひ
ら
め
き
や
発
想
」
が
新
し
い
社
会
的

価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
の
日
常

的
な
道
具
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
未
来
を
切
り
開

く
た
め
に
必
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
教
育
の
情
報
化
を
推
進
し
、

言
語
能
力
と
同
様
に
、
学
習
の
基
盤
と
な

る
資
質
・
能
力
で
あ
る
情
報
活
用
能
力

を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
立
ち
上
が
る
前
に
「
学
校
教
育
情
報

化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
文
房
具
の
よ
う
に
日
常

的
に
使
え
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
独

自
の
取
組
を
多
数
実
施
し
て
い
ま
す
。
次

ペ
ー
ジ
以
降
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
近
年
、
国
際
競
争
の
主
産
業
が
、
従
来
の
工
業
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
に

よ
り
、
日
本
の
国
力
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
的
な
調

査
に
よ
る
と
、
日
本
の
学
校
の
授
業
で
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
時
間
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
37
か
国
の
中
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
持
ち
、
強
力
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
政
策
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
す
。

用語解説
●�GIGA（Global and Innovation Gateway 
for All）スクール構想
　「１人１台のPCと高速通信ネットワークを整備
し、子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正・
確実な教育環境の実現」や「今までの教育と最先
端技術を融合することで、教師と子どもたちの力
を最大限に引き出す」こと

●�ICT（Information and Communication 
Technology）
　情報通信技術のこと

●OECD
　経済協力開発機構。1948年、世界経済の発展等
を目的に設立

22021.５



パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
成
果
を
全
校
へ

【特集】潤いと光ある鴻巣教育の実現を目指して

　

市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
、
令
和
３

年
１
月
に
「
鴻
巣
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
」
５
校
（
鴻
巣
中
央
小
・
大
芦
小
・

広
田
小
・
鴻
巣
南
中
・
赤
見
台
中
）
を
指

定
し
、
1
人
1
台
の
Ｐ
Ｃ
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
活
用
を
実
践
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
経
験
を
全
校

に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
か
ら
、

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち

1
人
1
台
の
学
習
用
Ｐ
Ｃ
の
導
入
と
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
新
た
な
教
育
環
境
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
正
し
く
安

全
に
使
い
こ
な
す
た
め
の
体
制
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　鴻巣市は、国のGIGAスクール構想を最大限活用したうえで、
市独自の取組を多数実施しています！
　ここでは、４つの取組を紹介します。

最先端技術を
国内で最初に整備

人“財”の育成

新しい学びのカタチ

先生のワークライフバラ
ンスの向上で子どもと向
き合える時間を

　最先端のICT環境を多数整備。その中で
も「学術情報ネットワークSINET※」と

「Microsoft Azure」を接続したのは全国
で初めて。また、システムをすべてネット
ワーク上に構築（フルクラウド化）したこ
とにより、先生や子どもたちは、学校外か
らでも教材コンテンツやデータにアクセス
が可能になりました。安全・快適な環境は
最先端のネットワークやシステム等（イン
フラ）に支えられています。

　子どもたちを ICT 機器の善き使い手に導
くためのデジタルシティズンシップ教育を
実施。デジタルシティズンシップ教育とは、
ICT を利用するうえで、自ら考えながら適
切で責任ある行動規範を身に付けることです。

　子どもたち１人ひとりの学力や個性に合
わせた学習ができるドリル教材「ミライ
シード」を全児童・生徒に提供し、個別学
習を充実。
　協働学習ソフトなども発達段階に応じて
活用できるよう整備し、互いの考えを共有
し、思考を深めるための学習を支援。
　さらに、圧倒的な情報量と信頼性のある百科
事典ソフト「ブリタニカ」を導入。子どもたち
の好奇心を刺激し、主体的な学びを支援します。

　成績処理・文書事務等を行うシステム（統
合型校務支援システム）や先生が使用する
PC やその周辺環境を刷新。事務の効率化
やペーパーレス化等を実現します。

ここがすごいよ！

1 2

3 4

鴻巣版GIGAスクール鴻巣版GIGAスクール
イメージキャラクターイメージキャラクター

※�学術情報ネットワークSINETは、国立情報学研究所が全国の大学や研究機関の学術情報基盤として構築・運用
している情報通信ネットワークです。本市教育委員会は大学との共同研究契約に基づいて導入しています。

鴻巣市の
ICT教育

子どもたちが使うPCはコレだ！！
タフで頼りになる相棒

「デル Education モデル」

◀背面カメラ付きなので
　外での授業でも活躍！
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Since 1954

小学校の授業を覗いてみました 

海外との交流

個別の学習

　時計の読み方を学習するために「ドリル学習」を活
用しています。ピンポーン という正解音が鳴ると
とても嬉しそうです。

１年生の算数の授業
　調べた内容を、自分の課題に合った方法で、まとめ
ています。表計算ソフト「エクセル」を使い、円グラ
フや棒グラフを作成しています。

４年生の国語の授業

校外での学習

　「春をさがそう」をテーマに各自 PCを使い、校庭で
見つけた植物等を撮影しています。写真を見せながら
説明することで、自分の考えを伝えるツールとしても
役立ちます。

２年生の生活科の授業

６年生の外国語の授業

授業後の子どもたちの感想より

　これからふつうに外国
の子どもたちとつながる
ような日々になってほし
いです。　オンラインビデオ通話を通して、マレーシアの小学生と、英語でコミュニケー

ション。友達の会話を学級全体で共有し一喜一憂しながら楽しんでいます。

　初めてなので、緊張しています。
マレーシアの友だちとつながれて
うれしいです。これから端末が使え
るので、自分たちの端末でも外国の
友だちとつながってみたいです。
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5 2021.５Since 1954

使ってみてどうですか？

【特集】潤いと光ある鴻巣教育の実現を目指して

使ってみた感想を
子どもたちや先生
に聞いてみました。

どんどん広がるこれからのICT教育

　PCは、子どもたちが自分の考えや
意見を伝えるのにも良いツールにな
ると思います。言葉にするのが苦手
な子でも、お気に入りの写真を友達
に見せたり、自分が描いた絵などを
写真に撮って家族に見せたりするこ
とができます。

　子どもたちの適応力がすごく、操
作も含めて新しいことをどんどん吸
収しています。例えば、自分で壁紙
を設定できるというのは、私たちが
教える前に、子どもたちの間で教え
あって広まりました。
　子どもたちを見習って、私たちも楽
しんで新しいことを覚えられれば良い
なと思います。また、先生同士も積極
的に情報交換をして、さらに良い授業
ができればと考えています。

◯教職員
【服務管理】
•�スケジュールや出退勤等を、電子で管理
【子どもたちの情報】
•�子どもたちの出欠状況等がすべてシステムに連携
【教材作成、授業準備】
•�子どもたちの学習履歴を閲覧し、授業作りに活用
•�良い活用事例等について、簡単に共有できる仕組
みを整備

【事務】
•�採点支援システムにより、採点業務の効率化と結
果の電子化

【会議、研修】
•�電子会議の利用で出張不要、ペーパーレス化
•�いつでもどこでも学べるオンライン研修を導入
•�各種研究会等をオンライン上で行う

◯子どもたち
　PCを日常的に自由に活用
【算数、英語】
•�一斉授業と個別最適化学習（ドリル教材）の活用
【英語】
•�海外の子どもとオンライン交流
•�ICT機器を利用した発音チェックや聞き取り
【国語、社会、理科】
•�協働学習ツールを利用し、個人の考えや発言を見える化
【その他】
•�授業の成果物を学習の履歴として保管・共有
◯教職員
•�子どもたちの情報をPCで記録し、システム連携
•�大型提示装置（電子黒板）で、教材や動画を提示

◯子どもたち
•�家庭学習で、学校で使用しているドリル教材を使用
◯保護者
•子どもの欠席を電子連絡
•�保護者連絡や学校だより等を閲覧
•�保護者会等の出欠をオンラインで回答
◯教職員
•�テレワーク環境を整備し、ワークライフバランスの向上

•�各学校のホームページに情報が積極的に公開され、
学校や地域の情報を取得

　PCを調べ物をするときにもっ
と役立てたい。タイピングがもっ
と出来るようになりたい。

　教科書やノートだけの授業よ
りもパソコンを使う授業は面白
いし、楽しい！わからない事を
自分で調べて、解決できた！

　PCを使っての授業は大盛り上がり！分からな
いことがあったら、先生に聞いたり、時には友
達同士で教えあったりしています。
　先生がPCを開いてと声をかけると、子ども
たちは慣れた様子で操作を始めます。高学年に
なると、タイピングをするのもとっても速い！！

子どもたちの声

先生の声

教
　
　
　
　
室

自
　
　
宅

職
　
員
　
室

地
域
の
人
々

自分の PCで花の写真を撮ったよ！自分の PCで花の写真を撮ったよ！


